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１．はじめに 

東京湾沿岸域では、近年まで、産業発展のための埋め

立てが進められた。その結果、埋立地の多くを工業用地

が占めている。そこで本研究では、東京湾沿岸域千葉県

側を対象エリアとし、現状を把握し、水と緑のネットワ

ーク形成のための整備の方向性を提示、また可能性を考

察することで自然の保護と復元を進め、自然と共存する

都市構造の構築を目的として行った。 

２．東京湾沿岸域千葉県側の現状評価 

対象エリアの現状について、土地利用、海岸線形状、

パブリックアクセスの 3 点について整理した（図-1、図-2）。

さらに、水域と緑地の現状について整理し、実態が明ら

かにあっていない埋立地内の緑地について調べた。土地

利用のデータには数値地図 5000（2000 年）を用いた。海

岸線形状は公共所有の護岸と岸壁、企業所有の護岸と岸

壁の 4 種類に分類した。パブリックアクセスは、内陸か

ら公道を利用して海辺に出られる地点をアクセスポイン

ト、その道路をアクセスラインとした。 

対象エリアは、千葉中央港を境に様子が異なる。北側

では、公園やレジャー施設が多く、三番瀬などの自然も

ある。また、海岸線形状は公共護岸が多く、アクセスポ

イントも多くある。一方、南側では、工業用地が広がり、

アクセスポイントが少ない。しかし、海岸線形状が企業

所有でありながら護岸であるものが多いこともわかった。 

また、対象エリアの水域と緑地（埋立地内緑地も含む）

について図-3 に示した。対象エリアの水域は、東京湾に

流入する河川が 23 河川と他県と比べて多いことがわか

った（東京 5 河川、神奈川 9 河川）。河川の他に、海岸線

と並行して流れる横水路がある。また、東京湾の中で残

された自然の海岸として、三番瀬、谷津干潟、盤洲干潟、

富津岬がある。幕張には人工海浜が整備されている。 

緑地は、都市計画基礎調査データを用いて現状把握を

行った。その際に、沿岸自治体全域において法定分類を

参考に、都市公園、緩衝緑地等、地域制緑地の３タイプ 

 

 

 

 

 

に分類した（表-1）。図-4 に各自治体における緑地の内訳

を示した。対象エリアの南部（市原、袖ヶ浦、木更津、

君津、富津）では地域制緑地が高い割合を占めている。

北部（浦安、市川、船橋、習志野、千葉）では緑地面積

は少ないが、都市公園が比較的整備されており、浦安、

習志野ではその割合が高い。 

埋立地内緑地について、衛星写真で確認できる緑地を

GIS データとし整理し、このデータから工業用地に対す

る緑地の割合が約 5.9%となった。千葉県自然環境保全条

例の緑化協定実施要綱では、敷地面積が 10,000 ㎡以上の

工場等への緑地設置、工場の用途地域で 10～20%以上の

緑化をすることを定めている１）。この条例があることか

ら、今後工業用地内緑地は増加していくと推察される。 
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図－４ 緑地の内訳 

図―１土地利用分類図 図―２海岸線形状とパ

ブリックアクセス 

図―３緑地分類図 

表―１緑地分類表 

キーワード 東京湾、水と緑のネットワーク、都市計画  連絡先 〒274-8501 千葉県船橋市習志野台 7-24-1 737 教室 日

本大学理工学部社会交通工学科 水環境システム研究室 TEL/FAX:047-469-5228 

都市公園 人々の利用、緑の拠点施設

緩衝緑地等
緩衝緑地、都市緑地、緑道
（都市公園に含まれるが整備目的が異な
り、拠点となる施設ではないもの）

地域制緑地
田、畑、山林等
（水と緑のネットワークにおいて利用しづ
らい緑地）
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３．東京湾沿岸域千葉県側の水と緑の関係 

表-2に対象エリア全域と海岸線から 5km以内の沿岸域

についての緑地割合を示した。これにより沿岸域に都市

公園等（都市公園と緩衝緑地等）が多くあることがわか

る。図-4 に河川から 100m 以内における都市公園等、ま

た地域制緑地について、各自治体内の割合を示した。市

原、習志野において、都市公園等が比較的高い割合で河

川沿いに配置されていることがわかる。習志野では地域

制緑地より都市公園等が多く、河川沿いが利用空間とな

っているといえる。 

４．千葉県モデルの提案 

対象エリアにおける空間形成の実態を明らかにし、整

理した結果、特筆すべき点として、河川が多くあること、

横水路が存在すること、工業用地の中にもアクセスポイ

ントが存在することの３点があげられる。これらの特性

を踏まえた上で、水と緑のネットワーク形成を考慮した

千葉県モデルを以下に示す。 

① 河川や横水路の多自然型水路化やリバーウォークの

整備を施した上で再生・開放 

② 公共の護岸区域、海浜公園・臨海公園・緑地等にお

ける沿岸ウォークの整備を施した上で湾岸を開放 

③ アクセスポイントの先端に海の一里塚を整備し、埋

立地の海を部分的に開放 

④ アクセスラインの開放、海の一里塚、公園の整備を

施した上で、民有地においても海辺の開放を模索 

図-5 に、河川、横水路を骨組みとして、緑地、重点地

区、アクセスポイントのネットワーク化のイメージであ

る千葉県モデルを示した。①である河川や横水路の多自

然化とリバーウォーク、②の湾岸開放を目的とした沿岸

（ハーバー）ウォーク、③④のアクセスポイントの部分

的開放を目的とした海の一里塚を示している。このよう

に多自然型で親水性が高い整備をすることにより、自然

と都市が共存した都市構造を目指すと考える。さらに、

多孔質の空間が形成されるように、石を設置することで、

生物の産卵場の拡大により生物多様性に資することがで

きる。 

５．モデル地区における千葉県モデルの具体化 

 千葉県モデルを特定のモデル地区において詳細に検討

を行った。対象地区として、谷津干潟地区、幕張地区、

千葉中央区地区、市原地区を取り上げた。その一例とし

て、工業用地が多い市原地区を図-6 に示す。 

ここで注視すべき点は、養老川、横水路、アクセスポイ 

 

ント、内陸の自然、河川沿いの都市公園であり、工 

業用地にも関わらず水と緑のネットワーク形成に有効な

要素が含まれていることである。これらを有効活用する

ことで、水と緑のネットワーク形成の可能性が高まる。 

６．結論 

 東京湾沿岸域千葉県側において、現状を整理した結果、

対象エリアには、河川が多くあること、横水路が存在す

ること、工業用地の海岸線形状も企業護岸であること、

さらに埋立地内緑地が今後増加していくと推察できた。 

また、水域と緑地をセットとして考えることで、沿岸

域には都市公園や緩衝緑地等が多くあること。河川の周

りには都市公園があり、緑地が利用空間として整備され

ていることが分かった。 

これら特性から、水と緑のネットワークである千葉県

モデルを提案した。またアクセスポイントや河川・横水

路の整備方法を、拠点的、線的、両方の視点で提案した。 
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都市公園(%) 緩衝緑地等(%) 地域制緑地(%)

自治体全域 1.4 0.5 61.2
海岸線から5km 3.3 2.2 26.9
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表－２対象エリア内の緑地割合 

図－４河川沿いの都市公園等、

地域性緑地の割合図－６市原地区 

図－５千葉県モデル 
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